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背景 
世界のグローバリゼーション、という言葉が使われる

ようになって久しい。しかし、「多文化共生」という言葉

が使われるようになるはるか以前より、日本には様々な

ルーツを持つ人々が暮らしてきた。本ワークショップで

は、中でも植民地支配を背景に日本に移り住んだ朝鮮の

人々をルーツにもつ、在日コリアンに着目する。 
 過酷な植民地支配の歴史は土地や文化、人々に破壊的

な影響をもたらす。歴史的トラウマに関する研究や議論

は、過去の過酷な出来事が世代を超えて現代にもたらす

影響があることを教えてくれる。さらに、「過去の歴史」

は、現在と地続きである。例えば形を変えながら現代に

続く差別は、過去が「過去」になっていないことを人々

に教える「リマインダー」でもある(Mohatt, 2014)。 
 差別は、心身に様々なネガティブな影響を与えること

が知られている（Schouler- Ocak & Moran, 2023）。し

かし、これまで日本の心理臨床や精神医療の世界では、

少数の実践家を除き差別や歴史的トラウマが在日コリア

ンに与える影響について十分な考慮を行なってきたとは

言い難い（金, 2017）。そのため、在日コリアンが抱える

心理社会的苦悩は時に過度に個別化・心理化される傾向

にあった。一方、社会運動や民族運動の現場では、個人

的な悩みや苦悩を支援という枠組みで取り扱うことは難

しかった。 
 このような背景から、発表者たちは 2020 年、京都に

て在日コリアンのためのカウンセリング機関である在日

コリアンカウンセリング＆コミュニティセンター（以下、

ZAC）を設立した。 
 

ワークショップの目的と内容 
 本ワークショップでは、対人援助において「人」を理

解する際に、歴史―社会―個人をつなぎ、統合的な視点

を持つとはどのようなことかを参加者と共に探っていく

ことを目的とする。そのために、ZACでの臨床実践を取

り上げる。在日コリアンのための心理臨床においては、

個人的・心理的側面だけでなく歴史的社会的背景を統合

的に理解することが重要になる。しかし、個人的側面と

歴史的社会的側面には、どちらかにスポットを当てれば

どちらかが見えづらくなるという緊張関係が存在すると

発表者たちは考えている。そのような背景の中で歴史―
社会―個人をつなぐ対人援助としてZACではどのよう

な心理臨床が模索されているのかを提示する。 
 具体的には、以下のようにワークショップを進行する

予定である。最初に、発表者よりZACでの実践と事例

を紹介する。その後、参加者にグループになってもらい、

発表者の発表に対する感想や日々の対人援助実践の中で

意識していること、日々の実践を歴史―社会―個人をつ

なぐ視点で見直すと見えてくることなどを自由にディス

カッションしてもらう。その後、全体でグループディス

カッションの内容を共有し、歴史―社会―個人をつなぐ

対人援助のために何が必要なのかを考える。またその際

には、発表者から米国における多文化カウンセリングに

おいて重視されている（マジョリティ）特権やマイクロ

アグレッションといった概念についても紹介し、援助職

者に求められる内省的な視点についても共に考えていき

たい。なお、本ワークショップで紹介する事例は、ZAC
における実際の事例を参考に作成した架空事例を用いる

ことを予定している。 
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